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家庭科の男女共修をすすめる会
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申
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テ
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郎
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京

学

芸

大

教

授

〉

来世
帯一

切
今
回
は
、
懇
去
、
教
育
基
本
法
と
女
だ
け
の
家
庭

材
料
は
ど
ん
な
か
か
わ
り
を
も
つ
か
と
い
う
観
点
で
専

料
門
家
の
立
場
か

b
星
野
氏

kr演
を
し
て
い
た

ME

料
、
た
。
星
野
氏
叶
え
の
よ
う
に
司

z

一
っ
た
。

一切

:

ζ

ζ

で
は
、
空
中
や
教
育
業
本
一
法
k
h
g
い
て
女
だ

梅
干
け
の
家
庭
科
が
ど
の
よ
う
叱
で
え
ら
れ
る
か
を
原
理

除
、
的
、
燈
史
的
寝
床
か
ら
申
し
?
げ
た
い
。

制
憲
法
の
男
女
半
等
規
定
は
、
一
四
条
の
原
則
規
定
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私
自
身
は
奈
が
縦
娠
し
た
時
、
始
め
て
と
の
違
い
を
別
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
が
問
遁
で
あ
る
。
私
有

悟
っ
た
0

)

女
性
は
二
つ
の
偉
大
な
能
力
を
持
つ
財
産
制
以
来
、
階
級
差
別
と
性
差
別
が
で
き
て
き
て

て
い
る
の

K
何
故
差
別
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
女
性
は
人
間
と
し
て
生
き
る
事
が
許
さ
れ
ず
、
家
内

偉
大
な
能
力
の
一
つ
は
、
命
の
生
産
に
対
す
る
女
奴
隷
、
ー
観
賞
用
な
い
し
愛
玩
用
奴
隷
、
性
交
用
奴
隷

性
の
役
割
。
妊
娠
す
る
と
こ
四
時
間
労
働
が
一

O
カ
と
い
う
三
つ
の
奴
隷
宏
い
し
複
合
体
と
し
て
生
き
る

月
続
く
。
と
の
命
の
生
産

K
果
た
す
女
性
の
精
神
的
、
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
来
た
。
技
術
・
家
庭
の
男
女

肉
体
的
犠
牲
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
社
別
学
は
母
性
機
能
を
社
会
的
介
業
に
押
し
進
め
(
本

会
主
券
社
会
で
は
と
の
労
働
を
一
年
半

t
三
年

K
み

質

的

κは
差
別
に
基
づ
〈
)
、
平
等
だ
と
考
え
て
い

左
し
、
年
金
支
給
が
男
性
よ
h
y
五
年
早
い
。
と
れ
は
る
所
が
問
題
で
あ
る
。
教
育
基
本
法
の
第
五
条
で
も
、

次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
0

9
人
間
の
現
状
維
持
の
為
「
母
性
機
能
の
有
無
に
よ
る
考
え
方
の
違
い
は
否
定

κは
、
一
組
の
夫
婦
か
ら
二
・
六
人
の
子
供
が
必
要
で
き
な
い
が
、
互
い

K
特
性
を
尊
重
し
、
敬
愛
し
、

両
性
の
本
質
的
平
等
l
男
性
と
女
性
陀
は
違
い
が
で
あ
夕
、
人
聞
の
成
長
過
程
(
共
同
社
会
の
倫
理
を
協
力
す
る
事
で
人
間
の
力
を
発
展
さ
せ
る
と
と
が
で

あ
る
が
、
人
間
と
し
て
は
本
質
的
K
平
等
で
あ

b
、

身

κ
つ
け
る
等
)
で
三
人
の
兄
弟
が
必
要
で
あ
る
。
き
る
o
だ
か
ら
男
女
共
学
が
教
育
上
認
め
ら
れ
念
け
ト

女
性
も
男
性
も
同
じ
母
体
か
ら
生
ま
れ
る
。
生
物
と
月
毎
の
生
理
、
出
産
、
母
乳
の
授
乳
等
子
供
一
人
の
れ
ば
走
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一

し
て
、
体
力
、
知
力
も
発
達
の
仕
方
は
基
本
的

K
は

命

の

生

産

κ
つ
い
て
一
年
半

t
三
年
、
従
っ
て
子
供
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
一
九
六
七
年

加
に
わ
ら
老
い
。
人
間
と
し
て
の
価
値
観
(
貧
し
さ
よ
三
人
走
ら
ば
四
年
半

t
九
年
男
性
よ
タ
労
働
の
義
務
国
連
の
婦
人
K
対
ナ
る
差
別
徹
廃
宣
言
が
あ
る
。
第

h
y
も
査
か
さ
を
、
抑
圧
よ

b
も
自
由
を
、
戦
争
よ
り
か
ら
早
〈
桝
放
さ
れ
て
も
よ
い
と
い
う
事
に
念
る
。
九
条
で
は
「
:
:
:
女
性

K
対
し
す
べ
て
の
段
階
の
教

も
平
和
を
:
・
〉
は
人
間
で
あ
る
除

D
同
じ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
能
力
は
、
命

K
対
す
る
愛
情
。
命
の
育
k

b
い
て
男
子
と
平
等
の
権
利
を
保
障
す
る
為
に

で
と
か
ら
人
間
の
本
質
的
平
等
と
し
て
、
様
々
な
人
尊
厳
に
対
す
る
認
識
、
そ
の
深
さ
、
豊
か
さ
、
大
き
す
べ
て
の
適
切
な
方
策
が
左
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

佳
、
性
別
、
忠
想
、
信
条
を
越
え
て
去
ら
ゆ
る
権
利
さ
、
強
さ
一
氏
対
し
、
男
比
一
は
女
性
に
は
と
て
も
か
左
い
0

・・
::ω
共
学
の
施
設
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、

を
平
等
に
保
障
せ
よ
と
い
う
声
が
で
て
〈
る
。
そ
と
わ
念
い
、
付
米
、
命
陀
・
か
か
わ
る
械
業
、
医
療
、
教
同
一
学
課
の
選
択
、
同
一
試
験
、
同
一
水
準
の
資
格

℃
、
教
育
法
本
法
第
五
条
の
男
女
共
学
も
で
て
〈
る
。
育
、
看
書
，
衛
生
等
は
量
的

K
も
質
的
K
も
女
性
が
を
も
っ
教
職
員
、
同
質
の
校
舎
と
設
備
で
な
け
れ
ば

女
性
と
男
性
の
決
定
的
念
違
い
は
母
性
機
能
、
つ
大
い

K
進

出

す

る

よ

う

陀

念

る

と

思

う

。

な

ら

な

い

。

」

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

ま
-D、
人
間
の
生
産
と
い
う
社
会
労
働
を
担
当
で
き
と
の
工

y
k
男
性
に
比
べ
て
二
つ
の
偉
大
念
能
力

ζ

の
観
点
か
ら
い
く
と
、
技
術
・
家
庭
科
は
憲
法

る
女
性
と
担
当
で
き
な
い
男
性
の
違
い
で
あ
る
。
を
持
っ
て

w
る
女
性
が
何
故
歴
史
的
、
社
会
的

κ差
や
教
育
基
本
法
念
い
し
差
別
徹
廃
宣
言

K
違
反
し
て

と
と
ろ
が
問
中
耕
太
郎
元
文
相
等

は
男
女
別
学
は
差
別
で
は
な
〈
配
分
的
平
等
と
い
う

考
え
方
を
し
、
と
れ
は
男
去
、
の

1
イ
レ
を
別
け
る
原

理
(
形
式
論
理
〉
と
同
じ
で
、
グ
白
人
と
黒
人
の
別

学
は
平
等
。
と
い
う
考
え
方
と
は
違
う
と
述
べ
て
い

る
。
し
か
心
投
術
・
家
庭
科
の
男
女
別
学
は
白
人
と

黒
人
の
差
別
と
金
〈
同
じ
で
あ
る
。

戦
後
バJ
令
戦
前
の
差
別
叫
散
獄

底
科
も
共
学
で
あ
つ
た
が
、
一
九
五
八
年
の
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
で
技
術
・
家
庭
科
む
別
学
が
で
き
た
。

そ
の
時
の
文
部
省
の
説
明
含
み
る
と
、
「
男
女
の
違
!
規
定
の
も
と
に
あ
0

・
夕
、
富
国
強
兵
(
論
理
的
に
は
強

い
が
中
学
生
で
別
れ
て
〈
る
。
家
庭
で
の
手
伝
い
が
兵
富
国
)
立
策
に
よ
る
差
別
的
評
価
思
想
か
ら
生
ま

違
う
。
男
の
子
は
電
気
器
具
の
修
理
、
女
の
子
は
洗
れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
等
教
育
を
見
て
も
男
女
の
本

た
く
、
料
理
。
と
れ
ら
特
性
に
ぷ
一
づ
い
て
二
家
列
に

分
れ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
電
気
器
具
の
修
理
と

洗
た
く
・
料
濯
で
は
量
的
違
い
(
毎
日
の
仕
事
と
一

，、ー

二
四
条
の
家
経
生
活
に
か
け
る
平
等
規
定
、
二
六
条

の
政
育
の
機
会
均
等
陀
な
け
る
平
等
規
定
、
四
四
条

の
選
挙
権
k

b
け
る
平
等
規
定
か
ら
左
っ
て
い
る
。

注
白
し
た
い
の
は
二
四
条
で
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性

の
本
質
的
平
等
の
考
え
方
で
あ
る
。

個
人
の
尊
厳
i
人
闘
は
他
の
尊
厳
に
か
え
る
事
の

で
き
左
い
尊
厳
で
あ
っ
て
、
人
聞
は
一
回
阪
・
9
の
人

生
を
男
性
も
女
性
も
借
り
も
の
で
な
い
自
分
の
意
志

で
自
主
的
、
主
体
的
K
生
き
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

そ
う
い
う
人
聞
を
作
る
の
が
教
育
の
目
的
で
あ
る
と

思
5
。

い
る
と
い
え
る
。

。年
女に
は数
家回
草委 の
のー仕
手当生
伝)
いが
をあ
ナ D、，、、
き、

だ
;d. 

と
の
量
的
差
は
、

男
は
す
る

必
要
が
な
い
ク
と
い
A
J
質
の
差
に
転
化
す
る
法
則
が

あ
る
o
又
?
ク
手
伝
い
ん
γ

と
M
n

う
用
語
自
体
ふ
か
し

く
、
む
し
ろ

oAH
担
恥
?
と
す
べ
を
で
-
あ
る
。

家
族
と
い
う
共
同
生
活
。
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

分
担
す
る
事
に
な
る
と
、
女
だ
け
が
分
担
し
て
、
男

が
分
担
し
な
〈
て
い
い
事
は
あ
・
9
得
な
い
。
文
部
省

の
説
明
は
そ
の
点
当
然
差
別
で
あ

D
、
hv

女
は
家
庭
、 r画、

i 

男
は
社
会
'
の
考
え
方

κな
る
。

崎
文
部
省
は
高
校
で
女
子
家
庭
一
一
般
四
単
位
必
修
、

男
子
格
技
心
修
と
し
た
が
と
れ
も
差
別
で
あ
る
。

女
子
教
古
の
歴
史
を
み
る
と
道
別
が
明
ら
か
に
念

る
。
明
治
五
年
の
学
制
で
は
規
定

κよ
夕
、
高
等
小

学
校
、
尋
討
小
学
校
、
貧
八
・
小
学
校
、

女
児
小
学
校

隣
人
小
学
亡
、
幼
稚
小
学
校
と
1

わ
か
れ
て
い
た
。
と

の
場
合
、
三
常
小
学
校
(
呉
常
で
念
い
小
学
校
)
と

は
、
。
男
の
了
、

経
済
的
余
磁
の
あ
る
子
、

都
会
の
子
、

五
体
満
足
公
子
、

六
オ
以
上
の
子
H

尋
常
。
と
い
う

質
的
平
等
と
い
う
考
え
方
は
念
か
っ
た
。

〈
女
子
の

場
合
そ
の
上
が
師
範
で
頭
う
ち
の
高
等
女
学
校
と
肩

を
並
べ
る
男
子
の
教
育
同
闘
は
、

大
学
を
ひ
か
え
る
中
学
校
で
あ
っ
た
。
)

さ
ら
に
高
等
学
校
、

戦
後
の
教
育
改
革
は
女
子
教
育
の
進
歩
が
大
き
な

往
で
あ
っ
た
。

出
力
と
女
K
は
違
い
が
あ
る
が
人
間
と

し
て
の
共
通
性
は
た
く
ぎ
ん
あ
る
。
今
迄
の
よ
う
K

女
だ
か
ら
と
い
っ
て
家
昇
、
裁
縫
を
や
ら
せ
社
会
的

進
出
を
は
ば
む
事
比
女
性
。
不
幸
の
み
念
ら
ず
、
社

会
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
℃
あ
る
。
従
っ
て
、
か
互

い
に
協
力
し
合
っ
て
進
出
す
る
事
が
大
事
で
あ
・
9
、

そ
ζ
が
ら
も
家
庭
科
の
み
女
共
学
の
考
え
方
が
生
ま

，1' 

れ
て
〈
る
。

小
学
校
の
教
科
書
で
も
差
別
が
あ
る
と
思
う
。
家

族
の
生
活
時
間
表
の
中
で
、
母
親
は
家
民
ょ

b
も聞いア

〈
起
き
、
遅
く
寝
る
事
K
な
っ
て
い
る
。
「
女
大
学
」

や
古
代
奴
隷
制
社
会
や
中
情
一
封
趨
社
会
の
家
族
制
度

と
同
じ
考
え
方
で
J
O
Z
o
婦
人
の
歴
史
が
家
内
奴
一
一
蹴

か
ら
の
解
放
の
歴
史
と
考
え
る
と
、

共
学
に
な
っ
て

い
る
小
学
伎
の
家
庭
科
す
ら
差
別
思
想
が
箭
提

κ
な

っ
て
い
る
。
何
よ
h
y
も
問
題
な
の
は
国
石
川
や
社
会
科

が
男
女
差
別
で
作
ら
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

中
学
に
な
る
と
性
的
に
成
熟
し
、

男
や
女
で
あ
る

事
を
自
分
だ
け
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
念
い
時
に
、

教
育
で
枠
づ
け
る
事
は
大
い
に
同
国
で
あ
る
。

は
家
庭
科
の
男
女
共
修
だ
け
で
は
片
付
か
ず
、

内
品

婦
人
一

と
れ

K
関
す
る
差
別
徹
涜
宣
言
陀
み
ら
れ
る
所
ま
で
家
一
足

利
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

K
は
就
学
前
の
家
際
教
育
k
h
v
い
て
も
、

そ
の
為

文、

小
学

校
の
各
教
科
で
も
婦
人
解
放
と
男
女
平
等
を
や
っ
て

い
か
左
け
れ
ば
念
ら
な
い
と
思
う
。

次
に
、

「
公
立
の
男
女
別
学
高
校
は
憲
法
違
反
で

と
い
う
質
問
を
口
火
K
討
論
に
は
い

は
な
い
の
か
」

っ
た
。

公
立
高
校
が
男
女
別
学
で
あ
る
福
島
県
で
は

募
集
要
項
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
二
重
三
重
と

女
性
を
入
れ
な
い
仕
組
が
で
き
て
い
る
。
埼
玉
県
で

は
高
伎
の
男
生
徒
自
身
が
、

女
子
が
は
い
る
と
進
学



率
が
下
が
る
と
い
う
理
由
で
拒
否
し
た
例
も
あ
る
。
切
に
思
う
ρ
女
性
解
放
、
男
女
・
平
等
は
女
権
拡
援
で
ー

叉
、
神
奈
川
県
で
最
近
進
学
率
。
上
っ
て
い
る
高
校
な
〈
、
人
類
。
価
値
観
を
輩
え
る
と
と
ろ
ば
位
置
づ

K
女
子
は
男
子
よ
h
y
も
成
績
が
数
¢
上
で
な
い
と
入
〈
?
そ
と
に
家
庭
科
を
と
っ
か
か
一
・
9
と
し
吃
考
え
る

学
で
き
念
い
実
態
が
あ
る
。
等
色
々
な
状
況
報
告
が
事
が
で
き
る
と
思
う
。
そ
れ
は
男
女
差
別
の
最
も
集

あ
っ
た
o
星
野
氏
は
「
男
女
別
学
校
。
存
在
を
憲
法
L

約
的
に
あ
ら
わ
れ
た
の
が
家
庭
科
で
あ
る
か
ら
だ
」

違
反
と
は
い
え
老
い
の
で
国
民
の
意
識
変
革
が
必
要
と
述
べ
た
0

・

で
あ
る
。
女
子
が
男
子
よ

b
も
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
っ
て
他
陀
参
加
者
か
ら
・
「
男
女
別
学
を
な
〈
す
会
を
つ
〈

学
力
で
劣
る
の
は
仕
方
が
念
い
と
い
っ
て
い
る
が
、

9

た
ら
!
」
寸
過
渡
的
段
階
と
し
て
男
女
別
学
も
惑

そ
の
学
力
観

κも
問
題
が
あ
る
。
念
に
よ
h
y
も
φ

人
い
と
は
い
え
な
仏
、
女
性
の
り

i
ダ

l
シ

ayプ
を
育

問
と
し
て
生
き
る
能
力
φ

が
重
要
で
あ
る
o
男
性
は
Y

て
る
利
点
も
あ
る
」
「
女
性
の
中
だ
け
の

9
1ダ
l

体
力
で
優
れ
て
い
て
も
持
久
力
は
女
性
の
方
が
優
れ
・
で
あ
っ
て
も
念
に
も
念
ら
な
い
」
「
保
父
さ
ん
は
何

て
い
る
。
能
力
の
問
題
陀
つ
い
て
様
々
な
特
性
を
と
故
い
念
い
の
か
、
男
性
。
職
業
選
択
権
が
奪
わ
れ
て

ら
え
て
い
か
念
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
、
誤
つ
い
る
。
保
父
さ
ん
を
認
め
よ
う
」
等
と
終
始
活
発
な

た
学
力
観
を
変
革
す
る
意
味
で
家
庭
科
の
教
育
内
容
意
見
が
出
さ
れ

τい
え
。

(
B
F
Y
〉

が
き
わ
め
て
大
切
に
な
っ
て
〈
る
。
」
と
述
べ
た
。

文
、
理
科
の
「
ひ
ょ
子
の
誕
生
」
で
一
々
卵
を
割
っ

て
成
長
を
破
壊
す
る
実
験
に
対
し
、
命
。
大
切
さ
を

認
識
し
た
上
で
命
を
破
壊
す
る
実
験
を
し
な
け
れ
ば

左
ら
な
い
、
と
い
う
参
加
者
。
指
摘

κ対
し
、
星
野

氏
は
「
ζ

の
矛
盾
K
た
え
て
い
か
念
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
同
時

κ、
と
の
点
を
問
題
提
起
で
き
る
の
は
女

性
で
あ
る
。
母
親
大
会
で
、
あ
る
母
親
。
。
憲
法
第

九
条
が
な
に
よ

b
も
う
れ
し
い
。
安
心
し
て
子
供
を

生
め
る
。
も
う
兵
隊
に
と
ら
れ
な
い
。
と
い
う
言
葉

を
同
い
て
、
女
性
の
命
K
対
す
る
感
覚
を
非
常
に
大

日
教
組
中
央
教
育
課
程
検
討

委

員

会

中

同

報

告

に

つ

い

て

…

昨
年
9
月
以
降
「
の
ぞ
ま
し
同
教
育
課
程
。
ぁ

b

方
」
を
検
討
し
交
い
た
日
教
組
の
右
委
員
会
は
さ
る

6
月
刊
日
そ
の
中
間
報
告
を
公
表
し
ま
し
た
。

ζ

の
中
間
報
告
は
、
さ
き
に
発
表
さ
れ
た
教
育
制

度
検
討
委
員
会
の
一
最
終
報
告
の
大
綱
を
受
け
つ
い
で

は
い
ま
す
が
、
現
場
人
や
研
究
者
の
要
求
も
受
け
入

れ
て
若
干
の
手
通
し
が
き
h
i
v
L

い
ま
す
。
特
に
、
家

庭
科
に
関
す
る
部
分
は
大
幅
念
軌
道
修
正
が
hv
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

日
教
紅
で
は
、
総
論
部
分
で
あ
る
と
の
中
間
報
告

を
ふ
ま
え
て
さ
ら
に
各
論
部
分
の
兵
体
的
な
内
容
叱

つ
い
て
試
案
を
一
不
ナ
作
業
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
が
、

手
れ
に
先
立
っ
て
と
の
骨
子
に
対
す
る
批
判
的
な
意

見
を
求
め
て
い
ま
す
の
で
ク
会
ク
と
し
て
も
讃
極
的

な
提
言
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
下
、
家
庭
科
関
係
の

4

部
を
紹
介
し
て
、
読
者
一

の

批

判

を

あ

な

ぎ

た

い

と

思

い

ま

す

0

4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

の
ぞ
ま
し
い
教
育
課
程
の
あ
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方

八
中
央
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検
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会
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は

じ

め

K 

:
現
代
学
校
の
任
務
に
つ
い

1. 

て
(
略
)

教
育
課
程
の
原
理
と
構
造

一
、
一
一
、
三
、
四
(
略
)

五
、
教
育
課
程
の
構
成
(
本
文

1
t
4
略
)



家
庭
科
の
独
立
K
つ
い
て

制
度
委
案
で
は
共
通
教
科
と
し
て
の
家
庭
科

を
一
機
止
し
、
そ
の
内
容
は
必
要
な
も
の
に
限

b
、

技
術
科
、
総
合
学
習
等
K
吸
収
し
て
ゆ
く
と
い

う
方
針
を
と
っ
て
い
る
が
、
と
の
委
員
会
で
は

慎
重
に
検
討
の
結
呆
、
第
三
階
梯
、
第
四
階
梯

k

b
い
て
共
通
教
科
と
し
て
の
家
庭
科
を
か
く

と
と
に
し
た
。
問
題
は
教
科
の
名
称
と
し
て
の

家
庭
科
の
存
否
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ

う
な
内
容
の
，
諜
育
を
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る

し
、
現
に
技
術
・
家
庭
科
@
う
ち
の
家
山
崎
科
分

γ
野
の
担
当
者
の
聞
で
は
、

J

深
い
研
究
と
す
ぐ
れ

た
実
践
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
生

か
す
意
味
も
と
め
て
、
独
立
救
科
と
し
て
・
な
く

と
と
に
し
た
。

な
か
、
今
日
の
技
術
・
家
庭
科
(
第
三
階
悌
》

は
、
一
男
子
向
き
(
技
術
文
女
子
向
き
〈
家
庭
)

w
h
A
M
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
そ

C
ょ
う

考
え
方
を
と
ら
ず
、
挟
椀
ど
家
庭
は
別
教
科
と
じ
、

い
ず
れ
も
男
女
共
修
と
し
た
。

&

(

略

)

5. 
補
章
高
校
教
育
課
程
の
改
革
に
つ
い
て
(
略
〉

各
領
域
の
改
訂
方
針
と
見
と
か
し

ω
教

科

E 

一、

t
八
(
全
文
略
〉

九

、

家

庭

L

現
状
と
問
題
点
〈
略
〉

忽
家
庭
科
教
育
の
あ
-D
方

川
家
庭
科
研
究
の
経
過
(
略
〉

ゆ
家
庭
科
O
本
質

①
家
庭
科
の
白
保
は

刊
懲
法
陀
定
め
る
「
健
康
に
し
て
文
化
的
な
生
活
一

(
第
二
五
条
，
)
と
「
婚
姻
の
成
立
、
維
持
に
hv
け
る
、

男
女
の
本
質
的
平
等
」
(
第
二
四
条
)
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、

同
そ
の
た
め
に
、
生
命
と
生
活
。
再
生
産
K
か
か

わ
る
於
島
か
骨
恥
と
そ
の
い
か
恥
を
家
庭
科
教
育
。
、

独
自
の
対
象
と
し
て
b
さ
え
、

a
家
族
の
営
み
と
し

〈
み
の
中
で
事
実
を
正
じ
く
と
ら
え
、

b
い
の
ち
と

く
ら
し
を
守
h
y
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
科
学
や
技
術

う
に
広
範
な
内
容
と
の
関
連
で
と
ら
え
念
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

②
家
庭
科
の
独
自
性
に
つ
い
て
の
意
見

同
ま
ず
円
以
民
科
の
独
自
領
域
を
明
き
ら
か

κす
る

場
合
、
前
述
の
二
種
類
の
生
産
の
う
ち
の
後
者
に
あ

た
る
「
人
閉
そ
れ
自
身
の
生
産
す
な
わ
ち
種
の
繁
殖
」

K
限
定
し
、
生
活
手
段
の
生
産
ま
で
は
と
タ
ζ

ま
な

い
と
い
う
の
が
現
在
の
と
と
る
多
数
意
見
に
念
っ
て

い
る
。
と
れ
陀
対
し
で
、
両
者
は
相
互
に
関
連
し
合

っ
て
人
間
の
生
活
す
る
そ
の
社
会
の
諸
制
度
を
制
約

し
て
い
る
事
実
か
ら
、
両
者
を
統
合
し
「
技
術
教
育
」

と
し
て
一
つ
の
教
科
を
編
成
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
一

が
中
学
校
の
現
場
を
中
心
に
一
部
K
は
存
在
し
て
い
5

る。
現
在
の
と
と
ろ
多
数
意
見
氏
な
っ
て
い
る
二
本
立

論
、
す
な
わ
ち
生
活
資
料
や
道
具
の
生
産

κ関
し
て

を
ど
う
生
?
為
し
て
き
た
か
を
学
び
と
る
と
と
を
通
し
は
「
技
術
教
育
」
で
治
生
活
賀
県
の
消
費
品
起
k
b
'

て、
¥

C

家
出
生
活
の
矛
盾
を
認
識
し
1

d

ζ

れ
を
打

J

け
る
人
間
吃
れ
自
身
。
生
産
!
再
生
産
は
「
家
庭
科

闘
す
る

J

道
十
じ
を
展
望
し
、
実
践
し
う
る
カ
を
育
て
技
官
」
で
と
い
う
主
張
の
背
景
に
は
、
生
活
資
料
。

る

も

の

で

な

け

れ

ば

を

ら

な

い

。

生

産

と

生

命

そ

の

ー

の

の

生

産

と

い

う

「

二

種

類

の

し
か
し
、
家
庭
科
が
対
象
と
す
る
「
生
命
と
生
活
生
産
」
を
め
ぐ
る
深
勾
な
状
況
の
一
間

K
は
質
的
な
差

の
再
生
産
」
は
一
方
で
は
、
生
活
手
段
ナ
念
わ
ち
衣
異
が
お
り
、
人
間
的
合
般
の
克
服
。
た
め

K
は
両
者

食
住
な
H
t
o
生
活
資
料
C
生
産
と
そ
れ
に
長
要
友
道
を
別
個
に
と
・
3
上
げ
る
べ
J
4
d

だ
と
す
み
見
解
が
あ
る
。

共
の
生
産
と
か
か
わ

b
、
他
方
で
は
人
閉
そ
れ
自
身
も
ち
ろ
ん
生
窪
と
消
費
の
ヵ
イ
噌

κ
ζ
f現
収
の

の
生
産
す
左
わ
ち
種
の
繁
一
必
と
か
か
わ
る
と
い
う
よ
根
禍
跡
的
矛
盾
が
存
在
す
る
と
と
を
考
え
れ
ば
、
ど
ち



ら

κ傾
斜
し
よ
う
と
も
、
両
者
は
可
能
念
か
ぎ

b
交

差
し
合
う
必
妥
の
あ
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の

だ
が
、
現
代
k

b
け
る
「
い
の
ち
と
〈
ら
し
」
の
周

辺
K
は
あ
ま
・
9
κ
も
問
題
が
多
く
、
し
か
も
権
力
側

の
思
想
攻
議
は
そ
と
に
集
中
し
、
国
民
の
自
覚
は
は

ぐ
ら
か
さ
れ
J

首
迷
さ
ぜ
ら
れ
て
い
る
実
状
を
見
落
す

と
と
は
で
き
念
い
。

同
ま
た
、
日
教
組
教
育
制
度
検
討
委
員
会
。
日
本

の
教
育
改
革
を
求
め
て
ク
の
な
か
で
指
摘
し
て
い
る

「
現
代
家
庭
の
教
育
力
を
ど
う
高
め
る
か
」
「
母
と

子
の
ほ
刺
の
同
時
保
障
」
ま
た
ク
男
女
の
新
し
い
協

同
と
共
学
制
。
を
実
現
す
る
た
め
に
も
「
労
働
生
活

に
な
け
る
平
等
、
生
命
の
一
丹
生
産
の
尊
重
を
媒
介
と

し
て
の
男
女
共
同
の
新
し
い
可
能
性
」
を
追
究
す
る

男
女
共
修
の
家
庭
科
は
一
つ
の
カ
ナ
メ
と
し
て
位
置

づ
い
て
い
る
と
と
も
加
え
て
卦
き
た
い
。

付
人
聞
は
そ
れ
自
身
の
再
生
産
の
た
め
に
、
衣
食

住
の
確
保
と
生
植
・
保
育
・
教
育
の
い
と
な
み
を
、

そ
の
時
代
の
社
会
制
度
に
規
定
さ
れ
た
家
族
集
団
に

よ
っ
て
す
す
め
て
い
る
が
、
そ
の
あ
・
夕
方
は
社
会
生

活
一
段
K
は
解
消
で
き
沿
特
殊
性
を
も
ち
し
か
も
生

産
禄
式
の
発
展
と
社
会
化
が
遂
行
す
る
な
か
で
家
庭

は
ま
す
ま
す
消
費
的
性
格
と
資
本
へ
の
従
属
性
を
強

め
、
矛
盾
の
激
化
に
と
も
な
っ
て
橋
力
の
支
配
意
図

は
い
よ
い
よ
巧
妙
に
強
め
ら
れ
て
い
る
。
家
庭
生
活

κ関
す
ろ
科
学
は
生
活
。
諸
側
面

K
関
す
る
個
別
の

科
学
を
、
自
然
的
人
問
。
継
続
、
発
展
。
観
点
か
ら

総
合
ナ
ヲ
れ
だ
け
で
は
4

叫
ん
~
、
し
た
が
っ
て
家
族
や
家

族
制
度
・
川
人
化
水
準
設
H
t
の
社
会
的
人
間
と
し
て
の

機
能
。
滋
九
段
と
い
う
観
点
か
ら
も
総
合
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
0

・
え
の
点
か
ら
い
っ
て
家
族
や
家
族
制
度
へ

の
歴
史
的
認
誠
を
欠
い
た
「
生
活
一
一
般
」
を
対
象
と

す
る
「
生
活
科
学
」
的
念
発
想
で
は
不
十
分
と
考
え
、
①
そ
こ
で
と
と
で
は
生
活
文
化
。
発
展
と
関
連
で
、

私
た
ち
は
家
庭
生
活
に
つ
い
て
の
諸
科
学
と
教
育
を
ま
た
個
別
科
学
の
成
呆
を
配
置
し
て
仮
説
的
な
が
ら

独

自

に

追

ぶ

す

る

必

要

が

あ

る

。

家

庭

科

教

育

の

内

容

を

次

の

よ

う

κ組
織
概
し
て
み
た
。

伺
ま
た
、
子
ど
も
の
側
か
ら
い
え
ば
、
家
庭
は
学
川
生
命
維
持
の
た
め
の
中
心
的
な
い
と
な
み
(
〈

校
と
な
ら
ん
で
も
っ
と
も
普
遍
的
で
重
要
念
学
習
の
ら
し
自
体
〉
で
あ
る
衣
食
住
に
か
か
わ
る
領
域
で
は

素
材
を
得
λ
・9
、
学
習
の
成
果
を
検
証
し
た

b
す
る

a

念
ぜ
食
べ
る
か
、
な
ぜ
着
る
か
、
な
ぜ
住
居
が

場
と
し
て
も
き
わ
め
て
有
効
で
あ
h
y
、
そ
の
点
か
ら
必
要
か
な
い
と
の
衣
食
住
と
生
命
維
持
と
の
か
か
わ
h
y

も

独

自

性

を

も

っ

て

い

る

。

に

つ

い

て

の

科

学

(

自

然

・

社

会

〉

的

知

識

ω
家
庭
科
の
系
統
性
に
つ
い
て

b

何
を
食
べ
る
か
、
何
を
遜
る
か
、
ど
ん
な
住
居

家
庭
科
は
、
独
自
の
科
学
体
系
や
文
化
価
置
を
も
か
な
ど
衣
料
、
食
料
、
住
居
材
料
の
選
択
や
配
合
に

た
念
い
と
い
う
と
と
か
ら
教
科
と
し
て
存
立
し
得
を
つ
い
て
の
科
学
的
知
識
や
文
化
の
伝
統

い
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
学
問
的
体
系
の
裏
づ
け

c

ど
の
よ
う
に
食
べ
る
か
、
着
る
か
、
住
ま
う
か

を
も
た
を
い
も
の
は
教
科
で
は
な
い
と
い
う
教
科
の
な
ど
の
科
学
的
知
識
と
技
能
・
技
術
の
基
本
、
文
化

と
ら
え
方
は
妥
当
で
念
い
。

教
科
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
す
る
知
識
や
技

術
な
ど
の
文
化
を
、
教
育
的
視
点
か
ら
系
統
的

κ組

識
し
た
も
の
で
あ
る
。
子
ど
も
の
発
達
と
家
庭
生
活

。
関
連
は
一
定
の
法
則
性
を
も
っ
て
か
h
y
、
家
庭
科

は
、
家
族
の
営
み
と
そ
の
し
く
み
を
子
ど
も
の
発

達
と
生
活
の
必
要
一
に
即
し
て
教
育
的
、
系
統
的

κ

組
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
と

b
わ
け
、
最
近
に
h
F

け

る
家
庭
の
破
壊
の
な
か
で
は
、
学
校
で
、
家
庭
生
活

と
そ
れ
に
か
か
わ
る
語
科
学
の
成
果
K
つ
い
て
系
統

的
・
科
学
的
に
指
導
す
る
と
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

る。
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現
状
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ど
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な
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膚
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食
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衆
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と
生
活
を
ま
も
る
た
た
か
い
の
歴
史

同
出
産
、
育
児
、
教
育
左
ど
生
命
の
再
生
産
の
い

と
念
み
に
か
か
わ
る
内
容
で
は

a

H
と
の
よ
う
に
生
む
か
、
育
て
る
か
、
教
育
す
る

か
に
か
か
わ
る
科
学
(
自
然
・
社
会
)
的
知
識
・
技

術
の
基
本

b

現
状
と
問
題
点
、
今
後
の
展
望

州
生
命
と
生
活
の
再
生
産
に
か
か
わ
る
け

b
よ
び

同
の
経
済
的
、
制
度
的
保
障
の
内
容
と
し
て

a

家
計
の
現
状
と
問
越
点
、
今
後
の
課
題

b

家
族
制
度
の
現
状
と
問
題
点
、
今
後
の
諜
題

c

家
族
史

以
上
を
概
要
と
し
て
考
え
て
い
る
。

②
ま
え
、
子
ど
も
の
技
能
の
発
達
や
認
識
の
順
次

性
、
あ
る
い
は
内
容
と
目
標
と
も
い
う
べ
き
も
の
と

し
て
は技

能
の
伝
承
と
原
理
。
感
性
的
認
識
(
や

b
方

(イ}

を
知
る
)

例
自
然
科
学
的
念
認
識
〈
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
す

る
か
を
知
る
)

付
生
活
の
現
実
認
識
(
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
を
把
握
す
る
)

同
現
実
の
社
会
科
学
的
認
識
(
な
ぜ
そ
う
な
っ
て

い
る
か
が
わ
か
る
)

と
い
っ
た
段
階
・
内
容
が
考
え
ら
れ
る
が
、
と
れ
ら

は
子
ど
も
の
生
活
経
験
や
他
教
科
、
と
〈
に
自
然
・
法
で
把
握
さ
せ
る
。
と
の
措
悌
で
は
現
実
の
家
庭
生

社
会
・
保
径
の
学
習
と
深
い
か
か
わ
タ
が
あ
る
の
で
活
へ
の
参
加
を
重
視
し
、
そ
の
な
か
で
「
現
状
は
ど

段
階
は
同
士
的
な
も
の
で
は
念
〈
相
互
に
か
ら
ま
h
y

う
な
っ
て
い
る
か
、
な
ぜ
そ

5
念
。
か
」
と
い
官
た

合
い
な
が
ら
発
展
し
て
い
〈
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。
社
会
的
な
事
実
を
認
謙
さ
せ
る
o
ま
た
と
れ
ら
の
学

習
に
あ
た
っ
て
は
家
庭
と
の
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
と
の
熔
株
安
で
陀
は
、
食
べ
る
と

'と、

3. 

各
階
剖
引
の
大
ま
か
な
見
と
hu
し

。
第
一
階
梯

と・
9
企
の
げ
る
)

幼
児
期

w-
ひ
き
つ
づ
い
て
輿
味
と
関
心
の
主
な
対

象
に
な
っ
て
い
る
家
庭
生
活
を
中
心
と
し
た
身
近
の

生
活
資
料
わ
母
親
の
生
活
を
と

b
上
げ
る
。
そ
の
念

か
で
家
事
処
理
に
つ
い
て
の
個
別
技
能
。
伝
承
や
食

品
・
糸
、
~
仰
を
素
材
と
し
た
工
作
あ
そ
び
を
通
し
て

の
材
料
認
減
、
庖
丁
、
ハ
サ
、
、
、
、
針
な
ど
生
活
用
具

κつ
い
て
学
習
し
念
が
ら
、
日
常
的
念
衣
食
住
に
つ

い
て
の
身
の
ま
わ
・
9
0
生
活
が
自
分
で
で
き
る
よ
う

な
基
本
的
念
訓
練
を
行
う
。

。
第
二
階
梯
〈
家
庭
科
と
し
て
は
置
か
な
い
が
社

会
や
総
合
学
習
の
な
か
に
可
能
な
限
h
y
位
置
ベ
げ
る
〉

衣
食
住
に
つ
い
て
の
基
礎
的
技
能
の
伝
承
を
系
統

的
に
す
す
め
る
。
と
〈
に
生
命
を
ま
も
る
た
め
の
必

要
条
件
を
認
識
さ
せ
る
、
と
〈
に
生
命
を
ま
も
る
た

め
の
必
要
条
併
を
認
識
さ
せ
る
、
何
を
ど
の
よ
う
に

食
べ
る
か
、
何
を
"
と
の
よ
う
に
着
る
か
、
刊
と
の
よ
う

に
住
ま
う
か
の
や
夕
方
会
可
能
念
段

b
科
学
的
な
方

(

a

q

手
仕
事
。
総
合
学
習
の
な
か
で

治
る
ζ

と
、
住
ま
う
と
と
等
の
身
の
ま
わ

-D
の

処
躍
が
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
し
た
h
。
家
族
や
家

庭
生
活
を
さ
ら
に
豊
か
に
、
リ
ア
ル
に
、
多
面
的
に

発
達
さ
せ
る
。

。
第
三
階
梯

(
ζ

の
階
梯
で
は
独
立
の
家
庭
科
を

hu
き
、
男
女
共
修
と
ナ
る
〉

衣
食
住
の
い
と
な
み
と
生
命
と
の
か
か
わ

D
K
重

点
を
b

h
て
「
な
ぜ
そ
う
す
る
か
」
を
と
の
階
梯
で

は
自
然
科
学
的
視
点
を
重
視
し
て
つ
か
ま
せ
る
。

生
活
資
料
や
生
活
用
具
の
歴
史
的
、
社
会
的
視
点
か

ら
の
学
習
も
導
入
し
つ
つ
人
間
性
疎
外
の
実
体
を
あ

き
ら
か
に
す
る
。
と
の
曙
梯
で
は
ま
た
生
徒
の
性
的

発
達
や
共
性
へ
の
関
心
を
と
ら
え
て
、
家
族
集
団
の

土
台
と
な
る
生
酒
に
か
か
わ
っ
て
性
の
生
理
的
・
文

化
的
側
面
に
つ
い
て
の
初
歩
的
学
習
も
行
念
う
。

。
第
四
階
梯

(
ζ

の
階
梯
に
あ
っ
て
も
家
庭
科
は

独
立
の
立
科
と
し
、
男
女
共
修
と
ナ
る
)

衣
食
住
に
つ
い
て
は
歴
史
、
地
理
的
視
点
か
ら
現

代
の
生
活
一
課
思
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
出
産
、
育
児
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の
科
学
的
理
解
、
保
育
・
家
族
、
家
計
の
現
状
と
問

題
点
を
構
造
的
、
歴
史
的
に
と
ら
え
る
な
か
か
ら
今

後
の
課
題
を
解
明
す
る
。
ま
た
そ
れ
ら
を
過
し
て
家

庭
生
活
を
め
ぐ
る
経
済
的
、
制
度
的
矛
盾
や
政
治
的

課
題
を
自
ら
の
生
き
方
と
か
か
わ
ら
せ
な
が
ら
把
接

す
る
。

一O
、
〈
略
〉

総
合
学
習
(
略
)

自
治
的
諸
活
動
(
略
)

圃 m

(
N
-
W
)
 

F
+
F
L
t
+
品史、
T
令
、
令
十
、

jtや
や
、
T4ι
占

tや
や
や
や

・
・
・
・
1

1

1

1

ι

「
男
女
別
学
も
変
え
ま
し
ょ
う
い
;
。
;

F
L
e
F
4
E
F
?
4
4
4
t
?
?十
、
t
p
?
?
?
?
?
や
や

・
・
・
ー
・
1

1

「
東
京
で
は
。
家
院
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る

会
。
が
発
足
し
よ
う
と
し
て
い
全
す
」
と
駒
野
段
子

さ
ん
か
ら
か
手
紙
を
裁
い
た
の
は
、
福
島
県
に
住
ん

で
会
款
育
の
男
女
別
学
に
怒
り

h

た
っ
た
一
人
の
闘

い
は
ふ
ト
ホ
ト
疲
れ
て
い
た
時
で
し
た
の
で
、
別
世

界
を
兄
ゐ
よ
う
な
、
羨
ま
し
き
を
感
じ
ま
し
た
。

し
4

レ
、
考
え
て
み
れ
ば
、
慢
は
全
く
一
つ
で

「
男
女
心
特
性
」
に
み
あ
っ
た
ま
育
を
す
る
と
い
う

ζ

と
で
す
。

地
方
K
於
け
る
別
学
が
、
水
中
の
鏑
と
な
っ
て
、

都
会
の
進
ん
だ
活
動
の
え
を
、
ひ
っ
ば
h
y
続
け
る

ろ
う
と
、
頑
張
る
気
力
を
ふ
る
い
起
し
ま
し
た
。

福
島
県
は
特
に
ひ
ど
い

οか
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

都
市
部
は
全
〈
男
女
別
校
、
郡
部
で
も
共
学
と
は
名

ば
か
h
y
、
収
業
科
に
入
れ
て
も
普
通
科
は
だ
め
か
、

文
は
ク
ラ
〆
が
別
々
の
併
学
が
殆
ど
と
い
う
有
様
で

す。
教
科
書
も
男
子
は
程
度
の
高
い

B
、
女
子
は
低
い

A
と
差
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
芳
集
要
項
K
別
学
の
規
定
は
な
〈
、
中
学

で
の
川
崎
明
先
指
導
ゃ
、
高
位
臣
認
の
裁
量
権
で
完
全
に

し
山

JJmし
す
る
と
い
う
卑
劣
左
手
段
が
と
ら
れ
て
い

る
の
で
す
ョ

と
の
よ

f
な
泉
は
、

k

凶

K
沢
山
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
に
三
組
情
説
扇

K
川
字
と
記
し
て
な
い
と
か
、

峨
業
科
に
一
一
子
も
居
る
と

w
う
理
由
で
文
部
省
の
資

料
陀
け
共
学
設
と
し
て

ν
ゼ
て
あ
る
の
が
現
実
な
の

で
す
。六

月
二
十
一
日
の
会
パ
慾
法
と
家
庭
科
。
教
育
)
に

於
て
、
男
女
川
学
の
と
乙
が
取
上
げ
ら
れ
、
本
当

K

喜
ば
し
く
存
二
ま
し
た
《

と
の
会
と
芭
援
の
関
球
は
あ
h
y
ま
ぜ
ん
が
、

「
国
際
知
人
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
行
動
を
起
す

女
た
ち
の
会
」
の
内
の
数
百
分
科
会
が
、
別
学
の
問

題
W
白
山
永
〈
し
っ
と
く
唆
い
つ
い
て
行
と
う
と
し
て

い
ま
ナ
。

A
U
寸
、

手
治
め
と
し
て
各
県
の
①
別
学
伎
の
本
当

。
殺
及
び
男
女
別
教
員
数
の
調
査
②
別
学
K
於
て

差
別
を
感
じ
た
手
記
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

別
配
寸
の
現
状
に
怒

D
を
か
持
ち
の
方
々
は
是
非

左
記

k
m
A一緒
F
さ
る
と
と
を
期
待
い
え
し
ま
す
。

国
分
寺
市
新
町
二
l
十
九
l
四

盛

生

高

子

対

立

さ
H
a
立
す
み
え
H
'
V
A
H
L

芸

公

安

芸

大

対

日…

H

最

新

刊

日

川

主

和

市

民

女

共

修

の

家

庭

一

m
守
易

い

一

科

で

何

を

教

え

る

か

付

~‘
 問

中

晶

子

。

高

校

実

践

例

を

中

心

に

村

山

定

価

二

O
O円
叶

制

送

料

五

五

円

山

，， 

M

U

a

家
庭
科
の
男
女
共
修
れ

わ

を

ナ

す

め

る

会

鰐

介

食
品
工
パ
カ
み
パ
ム
凶
作
同
食
品
川
上
訂
守
川
大
古
川
寸
大
占
H
t
w
a
官、ゴ

ー
も
タ
ダ

ヘ
次
点

ιJi--

U

人ぷ
q

一明
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中
↑
求
・
中
小
中
小
中
小
中
小
+
+
中
小
中
小
米
・
中
小
↓
平

ax・
中
小
中
千
本
木
中
小
中
小
米

中

小

中

小

中

小

*

い

い

教

課

審

委

員

い

竹

村

鯵

坂

ニ

夫

氏

を

訪

ね

て

い

竹

中

小

水

中

小

一

中

小

中
千
中
小
米
中
小
中
小
ネ
ネ
中
小
+
+
中
平
求
i
本
・
米
・
中
↑
中
小
中
+
求
・
+
+
中
小
中
千

ろ
道
徳
・
社
会
・
理
科
・
家
庭
念
ど
を
。
生
活
科
φ

か
、
と
い
う
問
題
が
出
て
い
る
o
中
学
校
の
技
術
a

と
い
う
よ
う
な
と
と
で
ま
と
・
め
て
男
女
共
w
仏
教
え
、
家
庭
科
が
現
状
で
は
あ
い
ま
い
な
の
で
、
こ
の
審
市

四
年
生
ぐ
ら
い
か
ら
各
教
科
比
独
立
さ
せ
た
方
が
よ
は
今
後
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
他
児
教
砕

い
の
で
は
な
い
か
と
教
え
て
い
る
ο

ζ

の
考
え
を
、
の
構
成
上
大
き
な
異
論
は
な
い
。
答
申
は
一
立
十
一
午

t
文
部
省
は
渇
き
入
れ
そ
う
も
な
い
が
、
私
は
主
張
し
秋
の
予
定
で
あ
る
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

て
い
る
。
中
学
校
K
つ
い
て
は
、
技
術
・
家
庭
科
を
・
私
た
ち
が
教
謀
審
委
員
を
か
尋
ね
し
は
じ
め
た
咋

男
女
二
系
列
K-
分
け
て
し
ま
q

た
と
と
は
大
問
題
で
年
春
ど
ろ
陀
は
、
男
女
特
性
論
を
正
面
き
っ
て
ふ
り

六
月
八
日
、
東
京
虎
の
門
の
国
立
教
育
会
館
で
、
あ
る
。
中
学
の
段
階
で
こ
そ
共
通
の
も
の
を
学
ば
せ
か
ざ
す
方
が
多
か
・
っ
た
の
で
す
が
、
鯵
坂
氏
か
ら
は

日
本
家
庭
科
教
育
学
会
が
開
か
れ
、
教
謀
審
委
員
鯵
る
べ
き
だ
0
9
高
校
で
は
目
前

K
控
え
た
大
学
入
試
が
、
「
男
女
の
特
性
」
と
い
う
ζ

と
は
は
閣
か
れ
ず
、
中

坂
二
夫
氏
(
甲
南
女
子
大
学
学
長
)
が
講
演
さ
れ
る
・

1

何
か
と
妨
げ
に
な
h
Y
1

む
ず
か
し
い
問
題
が
多
い
。
」
学
伎
の
技
術
・
家
庭
科
の
男
女
別
学
は
な
か
し
い
と
、

と
い
う
の
で
、
梶
谷
・
馬
場
・
半
面
。
三
名
が
尋
ね
同
氏
の
講
演
は
「
人
間
形
成
と
家
庭
科
教
育
』
と
む
し
δ
ζ

れ
を
放
置
し
て
き
た
ζ

と
の
間
宮
宏
、
家

ま
し
た
。
鯵
坂
民
は
、
教
謀
審
の
会
議
で
「
家
庭
科
い
う
演
題
で
、
「
小
学
校
の
家
庭
科
か
ら
、
最
も
大
.
庭
科
教
育
学
会
の
講
演
で
指
摘
さ
れ
た
と
と
は
、
氏

廃
止
論
」
を
唱
え
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
切
孝
と
ヒ
ろ
を
道
徳
と
社
会
に
奪
わ
れ
、
中
学
校
の
個
人
の
考
え
も
あ

D
ま
し
ょ
う
が
、
一
一
白
運
動
の
成
ト

早
〈
面
会
し
た
か
・
っ
た
の
で
す
が
)
踊
西
k

b
住
ま
技
術
・
家
庭
科
を
男
女
二
系
列
の
ま
ま
放
置
し
て
い
泉
と
み
て
よ
い
と
思
い
ま

L
ぇ

。

(

半

田

)

一

い
の
た
め
意
に
・
ま
か
せ
ず
、
今
回
の
上
京
の
チ
ャ
ン
る
ζ
と

は

、

家

庭

科

教

育

晶

子

会

会

員

で

あ

る

あ

宇

え

一

日

本

家

庭

科

教

育

一

ス

を

生

か

し

た

の

で

し

た

。

方

の

責

任

で

は

も

体

い

か

」

と

語

勢

を

強

め

ら

れ

ま

し

一

学

会

で

の

話

題

か

ら

一

講
演
前
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、
同
氏
は
次
の
よ
た
。
会
同
貝
白
か
ら
は
「
次
の
改
訂
で
は
、
指
導
要
舘
の
大
会
第
二
日
目
の
六
月
九
日
に
は
、
文
部
省
紙
業

う
に
誇
h
y
ま

し

た

。

拘

束

権

を

も

っ

と

柔

ら

げ

る

べ

き

で

あ

る

」

と

の

要

教

育

課

小

笠

原

ゆ

b
氏
が
、
他
。
二
氏
と
の
共
同
研

「
小
学
校
の
家
庭
科
を
廃
止
す
べ
き
だ
と
、
確
か
。
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
D

究
「
タ
家
庭
一
般
0
0
内
容
に
つ
い
て
の
意
識
調
査

K
私
が
発
言
し
、
二
、
三
名
の
委
員
が
ζ

れ
に
う
な
さ
ら
に
会
員
。
質
問
K
答
え
て
「
四
十
八
年
十
一

l

家
庭
科
教
師
の
勤
務
伎
に
b
け
る
設
置
学
科
別

づ
い
た
。
私
の
意
思
は
、
現
在
の
家
庭
科
が
、
社
会
月
二
十
一
日
に
教
課
箸
が
発
足
以
来
、
高
校
教
育
を
・
年
齢
別
。
」
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
都
道
府

科
や
道
徳

κ核
を
傘
わ
れ
、
魂
が
扱
け
て
し
ま
っ
て
ど
う
す
る
か
?
生
徒
の
負
担
が
多
す
ぎ
る
と
と
を
ど
燥
の
高
校
家
庭
科
教
師
二
二

O
名
を
対
象

κ、
現
行

い
る
か
ら
、
単
K
ア
イ
ロ
ン
か
け
を
教
え
る
〈
ら
い
う
す
る
か
、
予
，
供
た
ち
の
基
縫
学
力
を
ど
う
す
る
か
の
家
庭
戸
般
の
指
導
項
目
・
内
容
の
ま
ま
で
、
女
子

念
ら
、
母
親
の
家
庭
教
育
で
十
分
で
は
念
い
か
、
と
の
三
点
を
重
姿
念
柱
と
し
て
審
芳
し
て
き
た
o
そ
の
に
対
す
る
重
視
夜
、
男
子
に
対
ナ
る
必
婆
度
を
調
査

い
う
と
と
ろ
K
あ
る
。
小
学
校
低
蛍
牛
で
は
、
む
し
中
で
、
小
学
校
低
学
年
の
合
科
的
扱
い
を

F
う
す
る
し
た
も
の
で
す
。
と
れ
陀
よ
る
と
、
男
子
に
対
す
る

P 



必
妥
度
七

O
d
w以
上
の
も
の

K
、
家
庭
生
活
の
意
義
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
o

が
あ
て
ら
れ
る
と
い
う
変
則
的
な
状
態
に
あ
る
。

家
族
の
構
成
と
役
割
、
家
庭
経
営
の
意
義
、
家
庭
生

I
、
教
育
行
財
政
・
制
度
で
は
、
小
・
中
・
高
一
ゆ
家
政
系
大
学
で
は
、
新
卒
者
は
免
許
状
を
取
得
し

活
の
設
計
、
家
庭
経
済
と
国
民
経
済
と
の
関
係
、
・
消
一
貫
し
た
家
庭
科
教
育
の
構
却
を
求
め
る
基
礎
資
料
の
て
い
て
も
、
就
職
は
極
め
て
狭
き
門
K
な
っ
て
い
る

費
者
の
立
場
、
家
族
の
健
康
と
栄
養
、
濃
境
と
家
庭
一
つ
と
し
て
、
学
会
員
を
対
象
K
、
家
庭
科
の
履
修
の

κ、
私
学
の
場
合
、
学
校
経
営
上
の
問
題
も
あ
っ

教
育
、
育
児
と
両
親
の
責
任
、
を
挙
げ
る
ζ

と
が
で

K
閉
じ
て
、
実
施
学
年
、
男
女
共
修
、
選
択
の
設
け
て
、
専
攻
に
よ
h
y
各
種
の
免
許
状
を
取
得
で
き
る
よ

き
ま
す
。
と
れ
ら
の
内
容
項
目
に
つ
い
て
の
.
m
l
セ
方
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ン
ク

l
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成
さ
れ
て
い
る
と
と
も
検

ン
テ

l
ジ
は
、
女
子
に
重
視
す
る
度
合
い
と
ほ
と
ん
が
、

ω現
行
指
導
要
領
の
全
面
的
否
定
と
改
善
を
要
討
す
べ
き
で
あ
る
。

ω特
κ私
立
短
大
の
教
員
養
成

ど
差
が
あ
・
9
ま
せ
ん
。
逆
K
男
子
に
必
要
性
が
う
す
議
す
る
。

ω男
女
共
修
が
あ
た
・
9
前
で
、
家
庭
科
は
課
程
に
解
決
を
追
ら
れ
る
問
題
が
山
積
し
て
い
る
、

い
と
答
え
た
も
の
は
、
被
服
製
作
に
関
連
し
て
、
製
人
聞
の
生
，
凶
に
つ
い
て
学
習
す
る
教
科
で
あ
る
と
と
な
ど
の
実
情
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

紙
の
活
用
法
、
裁
断
と
縫
製
、
被
服
の
構
成
、
被
服
を
強
調
、
そ
の
上
で
自
由

K
選
択
す
る
コ

I
ス
を
設
討
議
の
中
で
は
、
教
育
養
成
大
学
で
教
員
相
互
の

材
料
の
購
入
な
ど
と
、
乳
幼
児
の
被
服
と
寝
具
で
し
け
る
べ
き
で
あ
る
。
ゆ
昭
和
二
十
二
年
の
原
点

K
立
批
判
が
ほ
と
ん
ど
な
〈
、
担
当
者
ま
か
せ
で
自
分
の

た。

h

s

っ
て
現
行
指
導
要
鎮
の
改
善
を
す
す
め
る
べ
き
で
あ
殻
か
ら
出
ょ
う
と
し
念
い
姿
勢
へ
の
反
省
の
声
も
出
、

る
。
川
市
日
時
四
・
性
格
の
確
立
が
必
要
で
、
日
教
組
の
戦
前
の
「
家
事
・
裁
縫
」
を
ど
う
評
価
す
る
か

K
つ

教
育
制
度
検
討
委
よ
h
y
O
報
告
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
い
て
の
論
義
も
活
発
に
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
状
を

る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
て
い
調
査
し
、
問
題
を
拾
い
上
げ
、
そ
れ
を
分
析
す
る
と

た
と
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
o

こ
ろ
ま
で
は
す
る
が
、
自
分
は
一
歩
も
ふ
み
出
さ
な

E

家
臨
科
教
員
蓬
品
制
度
で
は
、
川
教
員
養
川
、
と
い
う
学
会
員
。
体
質
を
も
ど
か
し
〈
思
い
ま

成
大
学
k
h
x
け
る
問
活
点
と
し
て
、
小
学
校
の
教
員

d

し
た
。

養
成
に
か
い
て
、
男
子
半
後
が
家
庭
科
を
履
習
し
な

〈
左

b
、
現
場
に
か
い
℃
家
庭
科
に
対
す
る
無
関
心

・
非
協
力
左
点
が
憂
慮
さ
れ
る
。

ω免
許
法
k
h
u

け
る
問
題
点
と
し
て
、
学
的
仏
教
育
法
施
行
規
則
で
は

中
学
校
「
技
術
・
家
庭
」
科
、
教
育
職
員
免
許
法
で

は
「
技
術
」
と
「
家
庭
」
「
技
術
・
家
庭
」
J

女
子
向

き
担
当
の
教
員
K
は
「
家
臨
」
科
の
免
許
状
所
持
者

私
は
と
の
発
表
を
閣
け
左
か
っ
た
の
で
、
質
問
す

る
と
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
の
高
校
家

庭
科
教
師
の
と
の
意
識
を
、
文
部
省
の
家
庭
科
担
当

官
で
あ
る
小
笠
原
氏
が
、
自
ら
調
査
し
て
ど
う
受
け

と
め
て
b
ら
れ
る
か
、
奥
味
あ
る
と
と
ろ
で
す
し
、

小
笠
原
氏
を
訪
問
す
る
保
に
も
、
と
の
調
査
は
話
し

合
い
の
有
力
な
資
料
K
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

六
月
十
日
は
、
同
学
会
が
こ
ζ

数
年
来
取
・
9
組
ん

で
き
て
い
る
「
家
庭
科
教
育
O
構
患
研
究
」
の
第
四

次
中
間
報
告
と
討
議
が
あ
・
9
ま
し
た
。
今
年
は
「
D

家
庭
科
教
育
の
制
度
」
が
テ
1
マ
で
「

I
、
教
育
行

財
政
・
制
度

E
、
家
庭
科
教
育
養
成
制
度
盟

大
学
院
制
度

i
N、
比
較
教
育
」
の
四
つ
の
研
究
が

状
を
発
送
し
ま
し
た
。
教
育
関
係
の
方
々
陀
は
家
庭

科
に
関
す
る
質
問
も
し
ま
し
た
が
、
回
答
率
は
あ
ま

-D良
く
念
く
て
、
家
庭
科
K
つ
い
て
答
え
て
く
だ
さ

っ
た
の
は
三
人
だ
け
で
し
た
。

八
質

問

V

中
学
の
技
術
・
家
庭
科
は
実
除
に
は
男
は
技
術
、

女
は
家
庭
と
分
か
れ
て
h
v
h
y
、
高
佼
で
は
家
庭
科
が

女
子
だ
け
必
修
陀
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で

よ
い
と
な
考
え
で
し
ょ
う
か
。
乎
の
理
由
も
b
書
き

く
だ
さ
い
。答

V

O
全
国
中
学
後
長
会
会
長
片
寄
八
千
雄
氏

現
在
、
京
都
、
長
野
(
高
校
)
な
ど
で
男
女
共
修

の
動
き
が
で
て
い
る
。
ま
た
、
共
修
を
進
め
る
通
勤

も
h
M

と
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
中
学
校
の
技
一
家
は
現
在

。
男
女
差
を
暗
黙
の
う
ち
に
生
徒
に
押
し
つ
け
て
い

る
。
し
か
し
乙
の
場
合
は
、
現
行
。
内
容
で
は
不
向

き
で
あ

b
大
幅
左
改
革
を
必
要
と
す
る
。

。
上
智
大
学
学
長
守
屋
美
賀
雄
氏

詳
細
の
内
容
を
知
ら
な
い
の
で
意
見
は
の
べ
ら
れ

之
い
が
、
高
校
で
家
庭
科
と
い
う
も
の
を
必
修
と
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
か
o

l

一

。
日
教
組
委
員
長
棋
枝
元
文
氏
・

家
庭
科
も
男
女
別
学
に
す
べ
き
で
な
い
。
但
し
、

活
択
性
な
採
用
し
て
よ

b
深
く
家
除
科
を
修
得
し
た

八
回

い
も
の
が
で
き
る
教
育
謙
程
に
す
べ
き
で
る
る
。
さ
れ
た

N
E
T
奈
良
和
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
に
市
川

ま
た
、
男
女
の
特
性
に
応
じ
た
教
育
K
つ
い
て
の
房
一
枝
先
生
と
同
席
し
た
ほ
か
、
つ
づ
い
て
五
月
二
十

質
問
と
内
容
は
次
の
通

D
で

す

。

七

日

の

N
T
V
あ
な
た
の
ワ
イ
ド
シ
ョ

i
、
同
日
。

八

質

問

V

東
京
ロ
チ
ャ
ン
ネ
ル
君
は
J
う
考
え
る
、
に
出
演
し

男
女
の
特
性
に
応
じ
た
教
育
は
必
要
で
し
ょ
う
が
。
ぇ
。

N
T
V
の
ほ
う
は
参
院
文
教
委
・
自
民
党
の
森

必
要
だ
と
す
れ
ば
、
具
体
的
K
ど
ん
な
教
育
を
b
考
氏
は
じ
め
、
は
か
ま
満
緒
、
藤
本
義
一
氏
ら
が
反
対

え

で

す

か

。

派

、

ζ

ち
ら
「
す
す
め
る
会
」
か
ら
は
俵
萌
子
さ
ん

八

回

答

V

と
私
。
二
人
。
ア
ン
パ
イ
ア
陀
は
読
売
新
両
論
説
委

@

片

寄

氏

員

加

阪

地

三

氏

(

教

育

担

当

日

と

の

人

賛

同

者

陀

な

必
主
で
さ
る
。
男
女
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
特
性
っ
て
も
ら
う
べ
き
で
す
)
の
適
切
な
発
言
が
あ

b
、

が
あ
夕
、
そ
の
立
場
か
ら
男
女
の
新
し
い
時
代
像
を
東
大
生
、
暴
走
族
ま
が
い
の
女
子
高
校
生
ま
で
賛
成

求
め
、
考
え
る
と
と
は
大
切
で
あ
る
。
の
証
言
を
す
る
と
あ
っ
て
、
真
正
面
か
ら
の
反
論
は
一

ま
く
、
森
委
員
も
「
女
だ
け
陀
や
ら
せ
よ
う
と
は
白
川

1
唱

'A

わ

な

い

」

と

い

う

発

言

だ

っ

た

口

、

一

ロ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ほ
う
は
市
川
房
枝
先
生
と
ど
い

っ
し
ょ
で
、
対
す
る
は
b
念
じ
み
の
安
田
武
氏
。
戸

山
、
桜
蔭
な
ど
数
枝
の
男
女
高
校
生
と
一
時
間
ピ
ア

シ
リ
話
し
合
う
。
か
な
h
y
突
の
あ
る
討
論
で
、
文
京

高
校
の
授
業
風
設
が
フ
ィ
ル
ム
で
紹
介
さ
れ
た
。
高

校
生
の
発
言
は
女
子
に
押
さ
れ
気
味
。
結
局
ま
と
も

左
ゐ
反
論
は
と
と
で
も
高
校
生
側
か
わ
り
は
左
か
っ
た
。

広
間
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
あ
と
で
安
田
武
先
生

は
な
は
だ
ど
立
肢
で
「
ナ
ン
ダ
、
樋
口
恵
子
と
い
う

の
は
。
上
坂
冬
子
。
作
う
が
よ
っ
ぽ
ど
モ
ノ
が
わ
か

っ
て
る
」
と
が
っ
し
ゃ
っ
た
と
か
。
今
後
と
も
モ
ノ

重弘

p
d
e
'
d
aま
議

W
K
V
主
断
専
広

Z
Z主
S
F
E
Z写
i
m
e
d
w
s
r
J
S
E
E」「い

。
守
屋
氏

必
要
で
砂
る
。
特
に
、
中
・
高
校
で
は
、
精
神
的

K
も
肉
体
的
陀
も
男
女
の
性
別
が
ハ
ツ
キ
リ
現
わ
れ

る
時
期
念
。
で
、

ζ

の
時
代
は
男
女
別
の
学
校
教
育

の
方
が
効
果
が
あ
る
と
思
う
。

。
議
枝
氏

必
要
な
い
。

〈
梶
谷
)

テ
レ
ビ
で
も

「

家

庭

科

男

女

共

修

ブ

l
ム
」

ζ

の
と
こ
ろ
テ
レ
ピ
は
ち
d
t
b
と
し
た
「
家
庭
科

男
女
共
修
プ

l
ム」

o
私
も
前
号
ニ
ュ

l
x
k
紹
介

74 

-10ー

(
半
田
〉

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

公
開
質
問
状
K
対
す
る

教
育
関
係
者
の
回
答

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

「
国
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
行
動
を
起
ζ

す
女
た
ち
の
会
」
で
は
政
治
、
経
済
、
教
育
、
労
働

省
各
界
の
方
々
に
女
性
の
問
題

κ関
す
る
公
開
質
問



い
ワ
」
と
言
う
。
ま
え
、
弟
さ
ん
の
赤
ん
坊
が
、
ミ

ル
ク
を
飲
み
干
し
た
後
、
び
つ
〈
h
y
す
る
ほ
ど
大
き

な
h
F

な
ら
を
す
る
。
そ
れ
が
か
か
し
い
と
い
唖
て
食

後
1

赤
ん
坊
の
そ
ば
に
し
キ
が
み
込
み
、
や
が
て
「

ゃ
っ
た
7

ッ
l
」
と
笑
い
ζ

ろ
げ
る
の
が
日
謀
だ
と

い
う
。

ζ

の
二
つ
の
例
を
ひ
き
、
今
年
は
国
際
婦
人

年
で
、
家
事
、
育
児
折
半
論
も
出
て
い
る
が
、
上
坂

氏
は
、
女
性
の
味
方
吃
か
ら
、
あ
え
て
声
を
大

K
し

て
い
い
た
い
「
パ
カ
な
取
引
き
は
や
め
ろ
、
男
女
平

等
思
想
は
い
い
、
け
れ
ど
家
事
、
育
児
は
男
K
渡
し

て
念
る
も
の
か
」
と
、
そ
し
て
最
後
に
、
「
無
味
乾

燥
な
家
事
、
育
児
折
半
論
や
男
の
子
K
も
家
庭
科
を

左
ど
と
い
う
底
の
浅
い
教
育
論
の
く
わ
で
荒
ら
さ
れ

て
た
ま
る
か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」
と
結
ん

で
い
る
。

パ
ン
作
、
D
の
楽
し
さ
、
赤
ち
宇
ん
の
か
な
ら
の
か

か
し
さ
も
私
は
少
し
も
否
定
す
る
事
は
な
い
。
多
〈

の
男
性
や
女
性
が
現
に
そ
う
い
っ
た
も
の
を
味
わ
っ

て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
問
題
は
そ
の
よ
う
な
例

か
ら
、
ナ
ぐ
、
「
家
事
・
育
児
男
K
渡
し
て
左
る
も

の
か
」
に
飛
躍
し
て
し
ま
う
考
え
方
で
あ
る
。
以
前

ど
ζ

か
の
新
聞
で
、
ベ
タ

l
ホ

l
ム
協
会
と
い
う
の

が
、
パ
ン
作
b
O
楽
し
き
を
教
え
た
所
、
数
多
く
の

男
性
が
集
ま
っ
て
き
た
と
い
う
と
と
が
報
道
さ
れ
て

い
た
。
そ
し
て
ま
た
、
上
坂
氏
自
身
が
h
v
q
し
宇
9

て
い
る
通
夕
、
赤
ち
ゃ
ん
の
か
な
ら
と
て
、
夫
婦
二

人
で
現
K
栄
し
ん
で
い
る
で
は
左
い
の
か
、
上
坂
氏

が
、
一
一
回
も
早
く
、
女
性
K
と
っ
て
楽
し
い
ζ

と
は

男
性
に
と
っ
て
も
楽
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と

と
に
考
え
が
む
い
て
下
き
る
ζ

と
を
望
む
。

E---------EE----E--E 

の
わ
か
ら
ぬ
発
言
を
つ
づ
け
る
つ
も
り
で
あ
タ
ま
す
O

N
T
V
で
も
ロ
チ
マ
ン
ネ
ル
で
も
、
高
校
・
大
学
生

が
い
っ
し
ょ

K
話
し
た

b
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
持
ち
た

い
様
子
が
強
〈
、
若
い
世
代
も
い
告
し
ょ
に
運
動
を

す
す
め
る
可
能
性
、
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

(
樋
口
恵
子
)

上
坂
冬
子
氏
に
反
論
す
る

六
月
二
十
八
日
日
経
夕
刊
「
家
事
・
育
児
・
男
に

渡
し
て
な
る
も
の
か
」

K
対
し
て

上
坂
冬
子
氏
は
六
月
二
十
八
日
、
日
本
経
済
新
聞

夕
刊
紙
上
で
、
「
家
事
と
育
児
、
男

κ渡
し
て
な
る

も
の
か
」
と
い
う
文
を
書
か
れ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

κ

は
「
女
の
喜
び
大
切

ki---浅
は
か
友
男
女
。
折
半

。
論
」
と
あ
る
。

内
容
は
、
上
坂
氏
の
ど
き
ょ
う
だ
い
の
家
庭
を
み

て
み
る
と
、
家
庭
と
い
う
の
が
、
ど
ん
念
に
「
う
ま

味
」
の
あ
る
場
所
で
る
る
か
が
わ
か
る
と
い
う
と
と

を
述
べ
て
b
ら
れ
る
o
例
え
ば
、
掠
さ
ん
が
パ
ン
作

h
y
の
名
人
で
あ
・
9
、
パ
ン
作
り
は
ど
う
し
て
そ
ん
な

に
楽
し
い
か
と
問
う

ι
つ
:
イ
ー
ス
ト
キ
ン
が
プ
ク

プ
ク
発
酵
す
る
と
と
も
楽
し
い
し
、
プ

1

7
と
ふ
〈

ら
ん
で
き
て
あ
あ
成
功
と
思
う
時
も
う
れ
し
い
し
、

子
供
が
鼻
の
穴
ヒ
ク
ヒ
ク
さ
せ
て
食
べ
る
の
も
面
白

日

誌

メ

モ

や
5
-
m
-
B

第
一
六
回
全
国
婦
人
の
集
い
中
央

集
会
(
同
盟
系
)
署
名
集
め
、
バ
ン
フ
販
売

〈
塚
本
)

や
5
・
ぉ
・
部
第
二

O
回
は
た
ら
〈
婦
人
の
中
央

集
会
(
総
評
系
V

署
名
集
め
・
バ
ン
フ
販
売

約
一

O
O部
(
梶
谷
・
嶋
田
・
中
嶋
)

や
5
・
幻

N
T
V
あ
念
え
の
ワ
イ
ド
シ
冒

1

「
男
性
上
位
社
会
を
樋
口
恵
子
が
切
る
」

(
樋
口
・
俵
出
演
)

や
5
・
幻
東
京
ロ
チ
マ
ン
ネ
ル
「
君
は
ど
う
考
え

る
」
(
市
川
・
樋
口
出
場

v

-

や
5
・
却
ニ
ュ
ー
ス

u
m
6
と
6
月
幻
自
の
討
論

-u

集

会

の

袋

内

状

発

送

一

事
5
・
n
t
6
・
ー
は
た
ら
〈
婦
人
の
中
央
集
会

(
婦
団
連
等
)
者
名
集
め
・
パ
ン
フ
販
売

(
梶
谷
・
中
嶋
・
馬
場
)

ぬ
菌
際
時
代
「
男
子
に
も
家
庭
科
教
育
は
必
要
」

(
塚
本
取
材
K
応
じ
る
〉

や
6
・
7

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
k
b
け
る
日
本

の
婦
人
問
題
を
考
え
る
」

N
・
G
・
。

主
催
決
議
に
「
中
学
・
高
校
に
診
け
る
女

子
の
み
の
家
庭
科
必
修
反
対
」
を
も
h
y
と
み

文

部

大

臣

に

手

渡

す

。

(

竹

中

氏

)

や
6

・
8

教
謀
審
委
員
鯵
坂
甲
南
大
学
学
長
K

面
会
(
梶
谷
・
馬
場
・
半
田
)

ドゴ宍得捗縛.可

轟


